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 的に加水分解し, 生 じた少糖類を単離し.目.つその構造を確定して型物質の構造を決定する方法を
 選んだ. 著者は先ず豚胃粘液より血液型活性ムコ多糖類を諦製し, 次いでこれを無水酢酸と硫酸
 とを用いて加酢分解を行った後, 分解産物を脱アセチル化し, 活性炭クロマトグラフィーを行っ
 た. 始めに水で溶出し単糖類を除いた後 2.5% Ethallol で溶出した. 溶出液を減圧濃縮, 乾涸
 し, 氷冷せる無水 Methallo1 可溶分を除き, 少量の水に とかし 7¢一But母1/01 を少し加えて氷室に
 放置すると長針状結晶が折出した. これを Methallo1 より再lll{晶. 融点 1S6。～187。C 〔α]D1マ+
 213.5。 (5 分後)一→ +203.2。 (24 時間後) (水 C LO5) これを Gastro-N-disacchari〔1e と命名し
 たが, その諸性質は下記の如くであった.
 1) 定性反応 Molisch 反応陽性 Morgan-Elson 反応陰1生で Alkalille triphellyltetrazolium
 言式薬を還元 し た.
 2) 定量分析 第1表の如くであった.
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 3) Glucose に比較し 47.6% の次亜沃素酸を消費し, 酸化物を加水分解すると Galacto11一酸,
 Galactonolactone 及び Galactosamhle を生 じた.
 4) pH4.2, 0.1M酢酸塩緩衝液中で過沃素酸々化を行った. 消費された酸化剤, 生成せる蟻
 酸と Fo rmaldehyde の量は第2表の如くであった.
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 5) 赤外線吸収スペク トル (第1図)により α一Galacto3i〔le 結合に特有な 824 cm『1 の吸収を
 示すが, β一 結合に特異的な 895±5cm-1 には吸収を見なかった.
 1), 2), 3), 4) の諸性質より, この二糖類ぽ Gユhctose と N-Acetylgalactosamille よりな
 り, 還元末端に Galactose を有し, 且』っ 14 結合であることが分る. 又 5) の性質及び極めて
 大なる右旋「生を示す故に α一 結合であると判定できる.
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            第 1 図 Gastro-N-disaccharide の赤外線吸収スペクトル
 以上の結果より Gastro-N-disaccharide は Galactose-4一α一N-acetyl galactosamillide (第2 図)
 なる構造を有する.
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 本論文は同教室で従来行われて来た血液型物質研究の一環として, ABO 式血液型に於いて最
 も強い活性を有するムコ多糖性型質を純化 し, その分子構造の一部を決定 したものである.
 ムコ多糖類は Goidschmiedt 陽性ムコ多糖類と Molisch 陽性ムコ多糖類の二群に大別される
 が, 型ムコ多糖類はそのうち Molisch 陽性群に属する. 構造的には Molisch 陽性群の方が
 Goldschmiedt 陽性群よりも遙かに複雑であ り, その構成成分も多種類である. そのため型ムコ
 多糖類を含めて Molisch 陽性ムコ多糖類の構造に関する知見は今日なお極めて僅少である. 著
 者が材料と して用いた 型ムコ多糖類は Molisch 陽性群の うちでは単糖組成が 最も少ないものの
 一つであり, その分子構造も割合簡単と思われる. 著老はこれについてその構造の一部を決定し
 得たのであるが, このことは単に型作用の構造的基礎の解明に役立つだけでなく, Mohsch 陽性
 群の他の一層複雑な物質の構造研究に新たな手がかりを与えたものと して重要な意義がある.
 2. 本論文で構造研究に用いられたものは, 斯る物質に対して最もオーソ ドツクスと考えられ
 る方法, 即ち温和な条件下に部分的に加水分解し, 生 じた少糖類を単離, その個々のものについ
 て構造を決定し, これらの成果の集積によって全休の構造を追求する方法である. 論文の具体的
 事項の 大要 は次の如く であ る.
 i) 豚胃粘液から型活[生ムコ多糖類を分離精製し, 無水酢酸と硫酸を用いて加酢分解し, 分
  解産物を脱アセチル化してから, 活性炭セライ トクロマトグラフイーにかけ, 単糖類及び
  種々の少糖類に分画したが, 二糖類画分から一つの結晶を単離した.
 ii) この結晶は長針状, 融点 186-187。C, 〔α〕D17+213. 5。 (5分後)→+203.2。 (24 時間後)
  (水, C 1. 05) であり, Gastro-N-disaccharide と命名した. 定性及び定量分析の結果によ
  れば, 本物質は Gal actose 及び N-acetylgal actosamine よりなる. 次亜沃素 酸消費値と
  酸化生成物の同定によ り, 本物質においては Galactose が還元末端を占めることが知られ
  た. 更に過沃素酸々化の結果, その結合が1→4であることが明らかになった. 本結晶の
  赤外線吸収スペク トルには α一Galactoside 結合に特有の 824 cm一1 の吸収が 認められた
  が β一結合に特異的な 895 ±5 Cm-1 の吸収はない. この 所見 と 水 溶液に於ける強い右旋
  性から, 両糖の結合様式は α一結合であると判定された. 以上の結果を綜合して, Gastro-
  N-disaccharide は Galactose-4一α一N-acety「galactosamillide なる構造を有す る こと が
  結論 された.
 3. 本論文に於ける Gastro-N-disacch aride の構造決定は, これま でに得 られた他の少糖類
 のそれと共に, 将来に於ける型質の分子構造全体の決定に不可欠な基礎的知見を支えるものであ
 るが, 同時に Galactose-4一α一N-3cetylgalactosamillide なる構造の二糖類が生体成分から単離
 証明 されたのはこれが最初 であ つて, 本研究は多糖類 化学一般にも寄与するところ大なりと信ず
 る.
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